
令和 4 年度の研究（または活動）内容 

 

活動１．7月 4日 令和 4年度活動方針とイベントについ打合せ 

活動 2．JST Online Sakura Science の共催 海外（先生＋学生）参加者 14名、工大先生＋学生参加
者 16名 

 JSTさくらサイエンスプログラム「Connecting with IoT technology」は、2022年 8月から 11月
にかけて、合計 5日間にわたり実施された。主催者は東北工業大学であり、IoTテクノロジ研究所
が全面的にバックアップを担当し、台湾の淡江大学とシンガポールのニューカッスル大学とイン
ターネットを利用してつながった。このプログラムは３つのコンポーネントで構成されていた。
まず、5つの特別講演が行われ、次に各大学からの紹介と IoT研究の進捗状況の報告があった。最
後に学生たちは M5Stack と AI カメラを使用して IoT アプリの開発に取り組み、最終日である 11

月 13日には、3つの学生グループが開発した IoTアプリの成果を発表した。 

詳細の活動は下記の通りであった。 

 

● 5件の特別講演 

August 26 

① Associate Prof. K. Konno, Tohoku University, “Electromagnetic Wave and Antennas”   

②陳俊雄, Yulan Green Technology Co., Ltd., Taiwan, “AI IoT & digital transform system for automated 

smart factories” 

September 13   

③ Aiguo Patrick Hu(university of Auckland, New Zealand), “Wireless power transfer technologies based 

on nearfield electromagnetic field coupling”  

October 8 

④ Lei GUO, Associate Prof. of Dalian University of Technology, China, ”Wireless Power Harvesters: A 

Wireless Charging Solution for IoT Applications”  

➄ Jasmin Grosinger, Associate Prof. of Graz University of Technology, Austria, “RF Design for Ultra-

Low-Power Wireless Communication Systems” 



 

 

 

 

● 東北工業大学・淡江大学・ニュキャスルシンガポール分校の IoT研究開発状況 

 

 



● 学生 M5Stack＋AIカメラによる IoTアプリの開発 

 

 

 

活動３. 他研究所との連携イベント 参加者 60－70 名 

 特別講演 2件 

 

 



活動４. 2月 28日 最終報告会 参加者 12名 

下記その報告会のプログラムである。 

 

 

 


